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興
 
申
告
の
準
備
は
お
早
め
に

●
ス
ム
ー
ズ
で
気
持
ち
の
よ
い
 

　
申
告
を
行
う
た
め
に
ご
協
力
を

　
申
告
の
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
で
気
持
ち
の
よ
い
申

告
を
行
う
た
め
に
、
生
命
保
険
料
支
払

証
明
書
な
ど
、
申
告
に
必
要
な
書
類
の

準
備
を
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
例
年
、
申
告
相
談
の
と
き
に
経
費
の

整
理
や
計
算
な
ど
を
行
っ
て
い
た
た
め
、

所
要
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
自
分
で
収
支
内
訳
書
を
き

ち
ん
と
記
入
し
た
人
が
長
い
時
間
待
た

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
多
大
な
迷
惑
を

か
け
る
と
と
も
に
、
た
く
さ
ん
の
苦
情

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
本
来
「
申
告
は
、
自
分
で
収
入
・
経

費
を
計
算
し
、
所
得
や
控
除
額
を
申
告

書
に
記
入
す
る
こ
と
」
（
自
書
申
告
）

が
原
則
で
す
。

●
収
入
・
経
費
を
計
算
し
て
か
ら

　
申
告
相
談
に
ご
来
場
く
だ
さ
い

　
申
告
に
つ
い
て
全
く
分
か
ら
な
い
と

思
う
人
も
、
必
要
書
類
を
整
理
し
て
、

収
入
や
経
費
に
つ
い
て
項
目
ご
と
で
構

い
ま
せ
ん
の
で
合
計
を
計
算
し
て
か
ら
、

申
告
会
場
へ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
ど
う
し
て
も
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
や

難
し
い
と
こ
ろ
は
、
熊
本
東
税
務
署
や

町
税
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
ま
た
は
、
申
告
相
談
時
に
尋
ね
て

い
た
だ
く
と
ご
説
明
し
ま
す
。

※
必
要
書
類
の
例
・
農
業
所
得
の
場
合

・
収
入
　
販
売
金
額
の
分
か
る
も
の
、

　
ま
た
は
、
品
目
・
収
穫
量
が
分
か
る

　
も
の

・
経
費
　
農
薬
代
、
肥
料
代
、
田
畑
な

　
ど
の
固
定
資
産
税
、
事
業
に
要
し
た

　
分
の
ガ
ソ
リ
ン
代
・
電
気
代
・
水
道

　
代
な
ど
の
金
額
が
分
か
る
も
の
（
領

　
収
書
や
レ
シ
ー
ト
・
明
細
書
な
ど
）

　
き
ち
ん
と
準
備
し
て
記
入
し
て
い
る

人
へ
の
迷
惑
を
な
く
す
た
め
、
町
民
皆

さ
ん
の
ご
意
見
や
税
務
署
の
指
導
に
よ

り
、
申
告
相
談
時
に
計
算
を
全
く
し
て

な
い
人
は
、
待
合
ス
ペ
ー
ス
の
記
載
台

に
戻
っ
て
記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
申
告
相
談
の
詳
し
い
日
程
に
つ
き
ま

し
て
は
、
後
日
全
世
帯
に
日
程
表
を
配

布
し
ま
す
。

●
申
告
期
間
・
会
場
に
つ
い
て

▼
申
告
期
間

　
平
成
　
年
２
月
　
日
（
金
）
～
３
月

22

12

　
日
（
月
）

15▼
申
告
会
場

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室
（
町

役
場
併
設
）

※
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
は
、

　
期
間
前
で
も
熊
本
東
税
務
署
に
提
出

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
申
告
を
し
な
い
と
、
町
営
住
宅
や
児

童
手
当
な
ど
の
手
続
き
に
必
要
な
所
得

証
明
書
な
ど
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
保
税
の
支
払
証
明
書
が
必
要
な
人

は
、
町
税
務
課
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
納
税
義
務
者
お
よ
び
同
一

世
帯
の
家
族
に
つ
い
て
発
行
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
税
務
課

　
志
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
１

　（
内
線
１
１
５
）

・
熊
本
東
税
務
署

　
志
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
５
６
６

興
滞
納
処
分
の
強
力
な
推
進
と
 

　
徴
収
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

●
訪
問
徴
収
か
ら
差
押
え
強
化
へ

　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
滞

納
者
宅
な
ど
へ
の
訪
問
に
よ
る
徴
収

（
臨
戸
徴
収
）
で
の
徴
税
の
収
納
率
が

年
々
低
下
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
、
町
税
な
ど
の
滞
納
者
に
対
し
て

は
、
積
極
的
に
あ
ら
ゆ
る
財
産
（
動
産
、

不
動
産
、
預
金
、
給
与
、
債
権
、
生
命

保
険
な
ど
）
を
調
査
し
、
処
分
の
強
化

を
図
る
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
平
成
　
年
度
か
ら
は
、
郡
内
５

22

町
の
徴
収
率
向
上
の
た
め
、
各
町
が
税

務
課
職
員
を
相
互
派
遣
し
協
力
し
合
う
、

併
任
徴
収
に
よ
る
捜
索
を
実
施
し
、
徴

収
体
制
の
強
化
と
滞
納
処
分
を
強
力
に

推
進
し
、
滞
納
金
の
縮
減
に
取
り
組
み

ま
す
。

●
差
押
え
に
よ
る
滞
納
処
分
の
実
施

　
差
押
え
に
よ
る
滞
納
処
分
は
、
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
差
押
え
に
よ
る
滞
納
処
分
】

栢
動
産
に
つ
い
て
は
、
捜
索
（
国
税
徴

収
法
１
４
２
条
）
に
よ
り
滞
納
者
の

住
居
、
そ
の
他
の
場
所
に
つ
き
捜
索

し
、
差
押
え
を
実
施
し
ま
す
。
差
し

押
さ
え
た
物
件
に
つ
い
て
は
、
公
売

会
に
よ
り
公
売
し
、
そ
の
代
金
を
滞

納
額
に
充
当
し
ま
す
。

栢
預
金
に
つ
い
て
は
、
銀
行
な
ど
へ
照

会
（
国
税
徴
収
法
１
４
１
条
）
を
行

い
、
少
額
の
預
金
で
あ
っ
て
も
差
し

押
さ
え
ま
す
。

栢
給
与
に
つ
い
て
は
、
会
社
へ
の
訪
問

や
電
話
で
の
催
告
を
行
い
、
差
押
禁

止
額
（
国
税
徴
収
法
　
条
）
を
除
き

76

差
し
押
さ
え
ま
す
。

　
町
税
は
、
重
要
な
町
の
財
源
で
す
。

今
回
の
強
化
は
、
財
源
の
確
保
と
と
も

に
、
滞
納
者
へ
の
自
主
納
付
の
推
進
が

大
き
な
目
的
で
す
。

　
滞
納
金
の
納
付
方
法
な
ど
に
つ
い
て

は
、
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

喰 Tax

金税
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興
 在
宅
の
重
度
障
が
い
者
（
児
） 

　

の

皆

さ

ん

へ

お

知

ら

せ

　
在
宅
の
重
度
障
が
い
者
（
児
）
を
対

象
と
し
た
手
当
に
は
、
次
の
も
の
が
あ

り
ま
す
。

●
特
別
障
害
者
手
当

　
在
宅
で
、
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、

日
常
生
活
に
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
　
歳
以
上
の
人
に
対
し
て
支
給

20

す
る
手
当

【
認
定
基
準
】

繋
お
お
む
ね
、
重
度
の
障
が
い
が
２
つ

以
上
あ
る
人
、
罫
重
度
の
肢
体
不
自
由

（
寝
た
き
り
な
ど
）
で
、
日
常
生
活
動

作
の
ほ
と
ん
ど
が
一
人
で
で
き
な
い
人
、

茎
絶
対
安
静
の
症
状
が
長
く
続
い
て
い

る
人
、
荊
重
度
の
精
神
障
が
い
（
知
的

障
が
い
を
含
む
）
の
た
め
、
食
事
・
用

便
・
会
話
な
ど
の
日
常
生
活
能
力
が
ほ

と
ん
ど
な
い
人

【
手
当
額
】
月
額
　
２
６
，
４
４
０
円

●
障
害
児
福
祉
手
当

　
在
宅
で
、
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、

日
常
生
活
に
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る

　
歳
未
満
の
人
に
対
し
支
給
す
る
手
当

20【
認
定
基
準
】

繋
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
２
級
相
当
の

障
が
い
の
あ
る
人
、
罫
療
育
手
帳
Ａ
１

の
人
、
茎
そ
の
ほ
か
、
右
記
と
同
程
度

の
障
が
い
の
あ
る
人

【
手
当
額
】
月
額
　
１
４
，
３
８
０
円

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
在
宅
で
、
中
程
度
以
上
の
障
が
い
の

あ
る
　
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

20

る
人
に
対
し
て
支
給
す
る
手
当

【
認
定
基
準
】

繋
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４
程
度
の
障

が
い
児
、
罫
療
育
手
帳
Ａ
１
、
Ａ
２
お

よ
び
Ｂ
１
（
一
部
）
の
障
が
い
児
、 

茎
そ
の
ほ
か
、
右
記
と
同
程
度
の
障
が

い
の
あ
る
人

【
手
当
額
】

・
１
級
　
月
額
　
５
０
，
７
５
０
円

・
２
級
　
月
額
　
３
３
，
８
０
０
円

胸
共
通
の
注
意
事
項

茨
こ
れ
ら
の
手
当
は
、
受
給
資
格
を
有

す
る
者
が
認
定
請
求
を
し
て
、
認
定

を
行
う
認
定
請
求
主
義
制
度
で
す
。

芋
障
が
い
の
状
態
は
、
原
則
と
し
て
診

断
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
審
査
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

鰯
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

允
申
請
の
際
、
手
当
に
よ
り
必
要
と
な

る
書
類
が
違
い
ま
す
の
で
、
申
請
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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興
 こ
こ
ろ
豊
か
に
共
に
生
き
る
Ⅱ

　
  シ
リ
ー
ズ
⑦

●
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
人
権

　
近
年
、
何
の
落
ち
度
も
な
く
突
然
に

悲
惨
な
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
る
極
め
て

不
条
理
な
事
件
や
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
熊
本
県
に
お
い
て
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
殺
人
、
暴
行
傷
害
、
Ｄ

Ⅴ
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
交
通
事
故
な
ど
、

毎
日
い
ろ
い
ろ
な
事
件
や
事
故
が
起
き

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
被
害
を
受
け
た
人
々
は
、

犯
罪
な
ど
に
よ
る
直
接
的
な
被
害
の
み

な
ら
ず
、
事
件
後
の
長
期
に
及
ぶ
精
神

的
被
害
、
更
に
は
治
療
費
の
支
出
に
伴

う
経
済
的
負
担
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
２

次
的
被
害
に
よ
っ
て
苦
し
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
多
く
の
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家

族
・
遺
族
は
、
誰
か
ら
も
援
助
の
手
を

差
し
伸
べ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
一
人
で

悩
み
苦
し
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
人
権
が
守
ら
れ

る
た
め
に
は
、
被
害
者
を
保
護
す
る
法

律
や
制
度
な
ど
の
整
備
の
ほ
か
、
精
神

的
な
ケ
ア
や
経
済
的
な
補
償
な
ど
、
数

多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
被
害
者
を
社
会
全
体
で

支
え
よ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、
被

害
者
の
支
援
活
動
を
行
う
民
間
団
体
と

し
て
、「
熊
本
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
犯
罪
被
害
者
や

そ
の
家
族
・
遺
族
に
対
し
て
、
精
神
的

ケ
ア
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
社
会
の

被
害
者
支
援
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と

で
被
害
者
の
被
害
の
回
復
や
軽
減
を
図

る
団
体
で
す
。
主
な
活
動
と
し
て
、
月

～
金
曜
日
の
午
前
　
時
～
午
後
４
時
に
、

10

職
員
や
相
談
員
が
電
話
や
面
接
に
よ
る

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
弁
護

士
に
よ
る
法
律
相
談
を
毎
月
第
２
水
曜

日
・
第
４
木
曜
日
に
、
臨
床
心
理
士
な

ど
に
よ
る
心
理
相
談
を
毎
月
第
１
・
第

３
月
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
が
予
約
が
必
要
で
す
。
さ

ら
に
、
被
害
者
の
希
望
に
応
じ
て
法
廷

で
の
付
添
い
や
警
察
・
病
院
へ
の
同
行
、

身
の
回
り
の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
も
、
突
然

に
悲
惨
な
事
件
や
事
故
に
巻
き
込
ま
れ

る
と
い
う
こ
と
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

誰
も
が
被
害
者
と
な
り
う
る
こ
の
社
会

に
お
い
て
、
被
害
者
が
抱
え
る
問
題
は

「
明
日
は
我
が
身
」
の
問
題
で
も
あ
る

の
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
花
熊
本
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
志
０
９
６
‐
３
８
６
‐
０
３
３
７

喰 Welfare

祉福
喰 Human Rights

権人


